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取り組みを宣言する今村委員長

挙手による議案採決の様子

　

当
Ｊ
Ａ
は
５
月
24
日
、
鹿
屋
市
文

化
会
館
で
第
26
回
通
常
総
代
会
を
開

き
、
平
成
30
年
度
の
事
業
報
告
や
令

和
元
年
度
の
事
業
計
画
な
ど
、
す
べ

て
の
議
案
を
総
代
４
３
６
名
（
う
ち

書
面
議
決
書
２
１
０
名
、
代
理
人
出

席
６
名
）に
承
認
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

議
案
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

　

ま
た
、
昨
年
11
月
に
発
足
し
た
青

壮
年
部
組
織
連
絡
協
議
会
の
今
村
和

也
委
員
長
が
、
組
合
員
を
代
表
し

て
、
農
業
振
興
や
地
域
貢
献
に
つ
い

て
、
力
強
く
取
り
組
み
を
宣
言
し
ま

し
た
。

　

Ｊ
Ａ
役
職
員
ら
は
、出
席
し
た
総
代
ら
に
対
し
、

Ｊ
Ａ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら

お
う
と
、
３
年
前
か
ら
「
総
代
会
盛
り
上
げ
大
作

戦
」
と
題
し
て
、
Ｊ
Ａ
の
取
り
組
み
を
説
明
し
た

動
画
の
上
映
や
掲
示
物
、
新
茶
の
振
舞
い
、
管
内

各
地
区
の
特
産
食
材
を
使
っ
た
「
ま
る
ご
と
き
も

つ
き
弁
当
」
の
配
布
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

出
席
し
た
総
代
は「
各
部
門
が
嗜
好
を
凝
ら
し
、

毎
年
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
い
て
、
こ
の
数
年
、
総

代
会
が
楽
し
み
に
も
な
っ
て
い
る
。
今
後
も
さ
ら

に
組
合
員
の
た
め
の
取
り
組
み
を
強
化
し
て
ほ
し

い
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

同
総
代
会
で
は
、
平
成
30
年
度
に

管
内
の
農
業
振
興
へ
ご
尽
力
さ
れ
、

地
域
農
業
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ

れ
た
６
名
と
２
団
体
を
表
彰
し
ま
し

た
。

第26回 通常総代会を開催　すべての議案を承認

提
出
議
案
の
内
容

① 

平
成
30
年
度
事
業
報
告
、
貸
借

対
照
表
、
損
益
計
算
書
、
剰
余

金
処
分
案
及
び
注
記
表
の
承
認

に
つ
い
て

② 

中
期
３
ヵ
年
計
画
の
決
定
に
つ

い
て

③ 

令
和
元
年
度
事
業
計
画
及
び
関

連
事
項
の
決
定
に
つ
い
て

④ 

外
部
に
対
す
る
出
資
・
出
え
ん

の
引
受
け
に
つ
い
て

⑤ 
定
款
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

⑥ 
監
事
監
査
規
程
の
一
部
変
更
に

つ
い
て

⑦ 

会
計
監
査
人
の
選
任
に
つ
い
て

住倉 秀義 さん

第 67 回県畜産共進会におい
て、⽗系群最優秀賞１席・グラ
ンドチャンピオン賞・農林⽔産
⼤⾂賞を受賞し「きもつき⽜」
の名声を⾼めることに⼤きく
寄与され、地域の代表者とし
ても⻑年ご活躍されています。

伊地知 進 さん

加温施設のビワを低樹⾼に
て栽培し、県内の早出しビ
ワ産地化に⼤きく貢献。果
樹部会⻑を努め、ＪＡ管内
の果樹振興の牽引役として
⼤きくご活躍されています。

⻘⽊ 春佑 さん
（代理︓⻘⽊ 千夏さん）

第 67 回県畜産共進会におい
て、⽗系群最優秀賞１席・グ
ランドチャンピオン賞・農林⽔
産⼤⾂賞を受賞し「きもつき
⽜」の名声を⾼めることに⼤
きく寄与され、⻘年部の代表
としてもご活躍されています。

東串良町園芸振興会きゅうり部
（部⻑︓⽶澤 輝雄さん）

かごしまブランド「東串良
のキュウリ」として平成 20
年に産地指定を受け、平成
30 年度にブランド産地指
定 10 周年を迎え、産地の
維持・拡⼤に⼤きく貢献さ
れました。

末吉いづみ さん

第 67 回県畜産共進会におい
て、⽗系群最優秀賞１席・グ
ランドチャンピオン賞・農林
⽔産⼤⾂賞を受賞し「きもつ
き⽜」の名声を⾼めることに
⼤きく寄与され、⼥性の代表
としてもご活躍されています。

きもつき⼤地ファーム株式会社
（南⼤隅農場⻑︓⼟持博和さん）
全国優良畜産経営管理技術発
表会において、農林⽔産⼤⾂賞
を受賞し、⾁⽤⽜⼤規模繁殖経
営における分業体制により、地
域の⾁⽤⽜繁殖基盤の強化、家
畜市場への⼦⽜上場頭数の維持
拡⼤に⼤きく寄与されました。

新地 正清 さん

九州管内系統和⽜枝⾁共
励会において、⾦賞、農
林⽔産⼤⾂賞を受賞され

「きもつき⽜」の名声を⾼
めることに⼤きく寄与さ
れました。

薬師 成⼈ さん

⿅児島県⿊⽜産地宣伝販
売 会 に お い て グ ラ ン ド
チャンピオン賞を受賞し、

「きもつき⽜」の名声を⾼
めることに⼤きく寄与さ
れました。
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カ
ボ
チ
ャ
出
荷
最
盛
期　
　
　

　
　
　
　
　

生
産
拡
大
目
指
す

　

垂
水
支
所
管
内
産
の
カ
ボ
チ
ャ
が
、
６

月
上
旬
に
出
荷
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
し
た
。

令
和
元
年
産
は
、
約
12
㌶
を
35
名
で
栽
培

し
、
約
１
３
０
㌧
の
出
荷
を
計
画
し
て
い

ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
で
は
今
年
度
か
ら
、
垂
水
地
区
の

カ
ボ
チ
ャ
を
、
地
域
農
業
を
守
り
次
世
代

へ
継
承
す
る
「
地
域
営
農
ビ
ジ
ョ
ン
」
の

重
点
品
目
に
掲
げ
て
い
ま
す
。
生
産
者
や

行
政
な
ど
と
協
力
し
な
が
ら
、
生
産
拡
大

を
目
指
す
方
針
で
す
。

　

垂
水
市
の
室
田
修
一
さ
ん
の
圃
場
（
ほ

じ
ょ
う
）
で
は
、
修
一
さ
ん
の
父
・
清
信

さ
ん
ら
７
名
の
手
作
業
で
収
穫
作
業
が
続

い
て
い
ま
す
。
清
信
さ
ん
は
「
今
年
産
は
、

肥
大
も
良
く
品
質
も
良
好
」
と
手
応
え
を

「
一
席
を
獲
得
し
た
枝
肉
に
は
、
張
り
が

あ
っ
て
満
遍
な
く
細
か
い
サ
シ
が
入
っ
て

い
た
。
形
状
も
良
く
、
肉
色
・
肉
質
と
も

に
優
れ
て
い
た
」
と
講
評
し
ま
し
た
。

　

同
共
励
会
に
は
、
ヤ
ン
グ
種
雄
牛
の
部

17
頭
、
ヤ
ン
グ
母
体
の
部
15
頭
の
計
32
頭

が
出
品
。
５
等
級
22
頭
、
４
等
級
7
頭
と

４
等
級
以
上
率
が
90
・
６
％
を
占
め
ま
し

た
。
ま
た
、
最
優
秀
１
席
を
含
め
、
３
席
、

マ
ー
ケ
ッ
ト
ニ
ー
ズ
賞
と
上
位
入
賞
牛
３

頭
が
、
気
高
系
種
雄
牛
「
安
亀
忠
」（
上

別
府
種
畜
場
／
鹿
屋
市
串
良
町
）
の
産
子
。

同
共
励
会
出
品
の
「
安
亀
忠
」
産
子
の
Ｂ

Ｍ
Ｓ
ナ
ン
バ
ー
は
、
平
均
で
10
・
５
と
い

う
好
成
績
を
残
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
の
成
績
は
、
次
の
通
り
で
す
。

▽
２
席
＝
㈲
う
し
の
中
山
（
鹿
屋
市
）
▽

３
席
＝
薬
師
成
人
さ
ん（
同
）▽
マ
ー
ケ
ッ

ト
ニ
ー
ズ
賞
＝
永
野
三
郎
さ
ん
（
同
）
▽

母
体
賞
＝
根
占
第
２
肥
育
セ
ン
タ
ー
（
南

大
隅
町
）

夏
の
味
覚
お
届
け
！　
　
　
　

　

パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
出
番

　

当
Ｊ
Ａ
管
内
で
５
月
下
旬
か
ら
パ
ッ

シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
の
出
荷
が
始
ま
り
ま
し

た
。
今
年
産
は
、
南
大
隅
町
の
約
73
㌃
を

７
名
で
栽
培
し
、
前
年
比
約
４
㌧
増
の
約

18
㌧
を
東
京
や
大
阪
の
青
果
市
場
、
地
元

の
Ａ
コ
ー
プ
な
ど
に
向
け
出
荷
す
る
計
画

で
す
。

　

Ｊ
Ａ
な
ん
ぐ
う
地
区
果
樹
部
会
は
、
６

月
５
日
、
根
占
地
区
の
白
田
伸
之
さ
ん
の

園
地
で
収
穫
祭
を
開
き
、
生
産
者
や
下
小

野
田
組
合
長
、
同
町
の
森
田
俊
彦
町
長
ら

約
40
名
が
集
ま
っ
て
出
荷
を
祝
い
、
根
占

幼
稚
園
の
園
児
ら
と
収
穫
を
楽
し
み
ま
し

た
。

　

パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
栽
培
は
、
平
成

25
年
か
ら
取
り
組
ん
で
お
り
、
農
家
所
得

語
り
ま
し
た
。

◆ 

室
田
清
信
さ
ん
に
つ
い
て
は
、
本
誌
の

12
ペ
ー
ジ
「
表
紙
の
人
」
で
ご
紹
介
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ヤ
ン
グ
枝
共　

郷
原
さ
ん
に
栄
冠　

　

地
元
種
雄
牛
「
安
亀
忠
」
好
成
績

　

肝
属
種
雄
牛
管
理
者
会
は
５
月
29
日
、

第
50
回
管
内
繋
養
ヤ
ン
グ
種
雄
牛
産
子
肉

牛
枝
肉
共
励
会
を
Ｊ
Ａ
食
肉
か
ご
し
ま
鹿

屋
工
場
で
開
き
、
鹿
屋
市
の
郷
原
康
成
さ

ん
の
去
勢
牛
「
糸
姫
」
号
が
最
優
秀
１
席

に
輝
き
ま
し
た
。

　

糸
姫
号
は
、父
「
安
亀
忠
」、母
の
父
「
第

２
勝
王
」、
母
の
祖
父
「
安
糸
福
」。
枝
肉

重
量
は
５
４
２
・
６
㌔
、
ロ
ー
ス
芯
面
積

83
平
方
㌢
、
バ
ラ
の
厚
さ
９
・
１
㌢
、
等

級
は
Ａ
５
で
、
Ｂ
Ｍ
Ｓ
（
脂
肪
交
雑
）
ナ

ン
バ
ー
は
、
最
高
ラ
ン
ク
の
12
の
成
績
。

枝
肉
を
審
査
し
た
日
本
食
肉
格
付
協
会
は

収穫した垂水地区のカボチャ

最優秀１席を獲得した郷原さん

糸姫号の枝肉

園児らと収穫を楽しむ下小野田組合長㊨
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産
者
の
代
表
や
下
小
野
田
組
合
長
、
永
野

和
行
肝
付
町
長
な
ど
、
関
係
者
ら
約
40
名

が
出
席
し
、
神
事
や
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行

い
ま
し
た
。

　

同
集
荷
場
で
は
、
こ
れ
ま
で
、
米
や
枝

豆
、
カ
ラ
ー
ピ
ー
マ
ン
な
ど
を
受
け
入
れ
、

出
荷
し
て
い
ま
す
。
高
山
地
区
野
菜
部
会

が
、
昨
年
11
月
に
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
マ
ン
部

会
を
立
ち
上
げ
た
こ
と
な
ど
を
受
け
、
Ｊ

Ａ
は
、
肝
付
町
と
協
力
し
て
集
荷
場
の
施

設
更
新
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

新
た
に
設
置
し
た
選
果
機
は
、
一
日
当

た
り
約
２
・
５
㌧
を
選
果
、
包
装
で
き
ま

す
。
さ
ら
に
、
集
荷
し
た
ピ
ー
マ
ン
の
サ

イ
ズ
を
認
識
し
、
自
動
で
選
別
し
ま
す
。

試
運
転
を
見
守
っ
た
出
席
者
か
ら
は
「
生

産
者
の
家
庭
選
果
を
軽
減
で
き
る
」
と
期

待
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

地
域
の
魅
力
を
も
っ
と
知
っ
て

　
　
　

あ
ぐ
り
ス
ク
ー
ル
開
校

　

当
Ｊ
Ａ
は
６
月
２
日
、
13
年
目
と
な
る

食
農
教
育
活
動
「
あ
ぐ
り
ス
ク
ー
ル
」
を

開
校
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
管
内
か
ら

応
募
し
た
小
学
生
39
名
が
参
加
し
、
米
作

り
体
験
を
ベ
ー
ス
に
、
Ｊ
Ａ
青
年
部
鹿
屋

支
部
や
女
性
部
、
県
立
鹿
屋
農
業
高
校
や
、

大
隅
森
林
組
合
、
鹿
屋
市
漁
業
協
同
組
合

と
連
携
し
た
全
５
回
の
活
動
を
計
画
し
て

い
ま
す
。

　

開
校
当
日
は
、
保
護
者
も
一
緒
に
田
植

え
を
行
う
予
定
で
し
た
が
、
あ
い
に
く
の

大
雨
。
東
串
良
町
園
芸
振
興
会
の
ご
厚
意

で
、
ピ
ー
マ
ン
の
収
穫
を
体
験
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ビ
ニ
ー
ル
袋
い
っ
ぱ
い

に
ピ
ー
マ
ン
を
詰
め
込
ん
だ
児
童
は
「
た

く
さ
ん
収
穫
で
き
て
楽
し
か
っ
た
。
あ
ぐ

り
ス
ク
ー
ル
で
習
っ
た
ピ
ー
マ
ン
料
理
を
、

家
で
も
作
り
た
い
」
と
笑
顔
で
語
り
ま
し

た
。
あ
ぐ
り
ス
ク
ー
ル
の
活
動
に
つ
い
て

は
、
今
後
も
本
誌
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

の
向
上
と
経
営
安
定
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

わ
き
芽
の
摘
み
取
り
や
人
工
授
粉
な
ど

の
作
業
回
数
は
多
い
で
す
が
、
果
実
が
軽

量
で
、
収
穫
も
自
然
落
下
す
る
た
め
容
易

で
、
果
樹
生
産
者
ら
の
注
目
を
集
め
て
い

ま
す
。
今
年
産
も
新
規
で
作
付
け
す
る
生

産
者
が
１
名
増
え
、
生
産
の
拡
大
に
繋
が

り
ま
し
た
。

　

今
年
産
は
、
比
較
的
大
玉
で
、
５
月
下

旬
で
の
糖
度
が
約
16
〜
17
度
。
７
〜
８
月

に
な
る
と
、
さ
ら
に
酸
味
が
抜
け
甘
さ
が

引
き
立
ち
ま
す
。

　

生
産
者
ら
は
「
着
果
も
順
調
に
進
ん
で

い
る
。
地
域
の
特
産
の
一
つ
と
し
て
、
夏

の
味
覚
を
多
く
の
消
費
者
に
味
わ
っ
て
ほ

し
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

和
牛
生
産
青
年
部
会
が　
　
　

　
　
　
　

大
規
模
農
場
を
視
察

　

当
Ｊ
Ａ
管
内
の
若
い
和
牛
生
産
者
ら
で

つ
く
る
肝
属
和
牛
生
産
青
年
部
会
は
６
月

６
日
、
和
牛
の
生
産
性
や
商
品
性
の
向
上

を
図
ろ
う
と
、
き
も
つ
き
大
地
フ
ァ
ー
ム

な
ど
、
管
内
の
３
つ
の
大
規
模
生
産
農
場

を
視
察
し
ま
し
た
。

　

会
員
約
15
名
が
参
加
。
視
察
し
た
農

場
は
、
哺
育
、
育
成
、
生
産
で
牛
舎
を
分

け
て
飼
育
す
る
分
業
方
式
で
、
会
員
ら
は
、

牛
舎
の
構
造
や
効
率
的
な
飼
料
の
給
与
方

法
、
粗
飼
料
の
確
保
な
ど
に
つ
い
て
学
び
、

農
場
の
担
当
者
や
Ｊ
Ａ
担
当
職
員
へ
熱
心

に
質
問
す
る
な
ど
、
積
極
的
な
姿
勢
で
取

り
組
み
ま
し
た
。

　

視
察
に
参
加
し
た
川
崎
智
之
さ
ん
（
鹿

屋
市
）
は
「
視
察
し
た
農
場
の
分
業
方
式

は
、
子
牛
の
育
成
状
況
や
防
疫
衛
生
環
境

の
面
で
も
理
想
的
。
今
後
は
、
こ
の
方
式

を
、
自
農
場
に
取
り
入
れ
な
が
ら
、
和
牛

の
生
産
性
や
商
品
性
を
向
上
し
た
い
」
と

語
り
ま
し
た
。

　

同
部
会
で
は
、
今
後
も
視
察
研
修
な
ど

を
通
し
て
、
会
員
ら
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を

図
る
方
針
で
す
。

ピ
ー
マ
ン
農
家
の
負
担
軽
減　

高
山
野
菜
集
荷
場
の
施
設
更
新

　

当
Ｊ
Ａ
は
６
月
６
日
、
高
山
支
所
野
菜

集
荷
場
の
ピ
ー
マ
ン
選
果
施
設
な
ど
の
完

成
を
祝
い
、
竣
工
式
を
開
き
ま
し
た
。
生 ＪＡ担当職員の説明を聞く会員ら

選果施設の試運転を見守る出席者ら

ピーマンの収穫を楽しむ児童ら

きもつきNEWS
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総代アンケート調査
　第 26回通常総代会にご出席された総代を対象にアンケートを実施いたしました。今後の事業運営
に反映させてまいります。
　アンケートにご協力いただいた総代の皆さま、誠にありがとうございました。
※（　）の数字は前年度のアンケート結果です。
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引
き
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
も

生
産
性
・
商
品
性
向
上
に
努
め
て
く
だ
さ

い
。

■ 

子
牛
価
格
の
高
騰
な
ど
で
、
肥
育
農
家
の

経
営
が
圧
迫
さ
れ
て
い
る
が
、
Ｊ
Ａ
は
ど

の
よ
う
な
対
策
を
行
っ
て
い
る
の
か
？

□ 

輸
入
原
料
価
格
の
変
動
に
応
じ
て
、
飼
料

価
格
の
助
成
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
牛
マ
ル
キ
ン
の
補
て
ん
で
不
足
す
る

１
割
部
分
に
対
す
る
支
援
制
度
を
継
続
し

て
実
施
し
、
肥
育
農
家
の
経
営
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
お
り
ま
す
。

園
芸
農
産
・
畜
産
部
門

■ 

営
農
指
導
員
・
畜
産
指
導
員
の
確
保
の
状

況
は
ど
う
か
。

□ 

新
規
採
用
が
厳
し
い
状
況
で
す
の
で
、
一

般
職
員
か
ら
指
導
員
へ
育
成
す
る
な
ど
の

取
り
組
み
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

信
用
部
門

■
本
所
に
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
増
設
し
て
ほ
し
い
。

□ 

特
に
夕
方
や
連
休
前
は
ご
利
用
が
多
く
、

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す
。
増
設

に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
厳
し

い
状
況
で
す
。

　

 

た
だ
し
、
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
で
は
、
鹿
児
島
銀

行
を
含
む
他
行
か
ら
で
あ
っ
て
も
、
平
日

集
落
座
談
会
の

 
意
見
要
望
に
つ
い
て

　

５
月
７
日
〜
10
日
に
各
地
区
で
開
か
れ
た
集

落
座
談
会
に
お
い
て
、
出
席
者
の
皆
様
か
ら
い

た
だ
い
た
貴
重
な
ご
意
見
・
ご
要
望
に
対
し
、

当
Ｊ
Ａ
か
ら
の
回
答
を
お
伝
え
い
た
し
ま
す
。

購
買
部
門

■ 

法
人
・
大
規
模
農
家
の
グ
ル
ー
プ
化
に
よ

る
価
格
対
応
等
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、
小

規
模
農
家
や
高
齢
農
家
へ
の
対
応
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

□ 

小
規
模
農
家
や
高
齢
農
家
に
つ
い
て
も
、

こ
れ
ま
で
通
り
の
サ
ー
ビ
ス
や
支
援
に
取

り
組
み
ま
す
。
予
約
販
売
や
各
種
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
、
す
べ
て
の
農
家
を
対
象
と
す
る

コ
ス
ト
抑
制
に
も
引
き
続
き
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

■ 

農
機
セ
ン
タ
ー
の
担
当
者
が
巡
回
し
て
来

て
も
、多
忙
で
い
ろ
い
ろ
話
が
で
き
な
い
。

定
期
的
な
巡
回
を
も
っ
と
し
て
ほ
し
い
。

□ 

定
年
後
の
継
続
雇
用
な
ど
を
行
っ
て
お
り

ま
す
が
、
人
員
不
足
も
あ
り
十
分
な
巡
回

が
で
き
て
お
り
ま
せ
ん
。
今
後
も
人
材
確

保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
各
地

区
に
担
当
者
を
配
置
し
て
お
り
、
広
報
誌

５
月
号
に
て
ご
紹
介
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

し
、
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

■ 

昨
年
、
発
生
し
た
カ
ン
シ
ョ
の
病
害
対
策

は
？

□ 

現
段
階
で
有
効
と
考
え
ら
れ
る
対
策
は
、

苗
の
消
毒
の
徹
底
、
排
水
対
策
、
土
壌
消

毒
等
で
す
。
今
後
も
関
係
機
関
と
連
携
し

な
が
ら
、
引
き
続
き
、
有
効
な
防
除
対
策

に
取
り
組
み
ま
す
。

■ 

農
薬
の
使
用
方
法
な
ど
は
、
誰
に
聞
け
ば

良
い
の
か
？

□ 

Ｊ
Ａ
へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
担
当

品
目
に
か
か
わ
ら
ず
指
導
員
へ
も
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
指
導
員
の
勉
強
に
も

繋
が
り
ま
す
。

畜
産
部
門

■ 

子
牛
の
価
格
が
高
値
で
推
移
し
て
い
る

が
、
今
後
も
大
丈
夫
か
？

□ 

全
国
的
な
子
牛
取
扱
頭
数
の
減
少
や
、
肉

牛
価
格
が
高
値
で
推
移
し
て
き
た
こ
と
な

ど
か
ら
子
牛
価
格
も
高
水
準
で
推
移
し
て

お
り
ま
す
。
平
成
29
年
８
月
か
ら
肉
用
牛

肥
育
経
営
安
定
特
別
対
策
（
牛
マ
ル
キ

ン
）
が
発
動
し
、
今
後
の
子
牛
価
格
は
弱

含
む
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
牛
肉
の
輸
出
拡

大
や
牛
マ
ル
キ
ン
の
補
て
ん
割
合
が
９
割

に
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
加
え
、
肉
用

子
牛
生
産
者
補
給
金
制
度
の
保
証
基
準
価

格
（
黒
毛
和
種
）
が
53
万
１
０
０
０
円
に

■ 

笑
味
ち
ゃ
ん
号
の
滞
在
時
間
が
短
い
。
高

齢
者
は
間
に
合
わ
な
い
の
で
配
慮
が
欲
し

い
。

□ 

移
動
店
舗
車
は
、
運
行
予
定
表
に
従
っ
て

運
行
・
巡
回
し
て
お
り
ま
す
。
滞
在
時
間

を
延
長
す
れ
ば
、
以
降
の
巡
回
先
に
も
影

響
す
る
た
め
、
到
着
予
定
時
間
に
合
わ
せ

て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■ 

Ｊ
Ａ
で
は
ど
の
よ
う
な
鳥
獣
被
害
の
対
策

を
行
っ
て
い
る
の
か
？
フ
ェ
ン
ス
な
ど
の

助
成
な
ど
で
き
な
い
の
か
？

□ 

平
成
30
年
度
は
、
鳥
獣
被
害
対
策
の
導
入

（
電
柵
の
導
入
）
に
対
し
、
経
費
の
一
部

助
成
を
行
い
ま
し
た
。
フ
ェ
ン
ス
の
助
成

に
つ
い
て
は
、
行
政
が
検
討
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
の
で
、
Ｊ
Ａ
と
し
て
も
行
政

へ
の
働
き
か
け
な
ど
も
含
め
、
さ
ら
に
対

策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

園
芸
農
産
部
門

■ 

で
ん
粉
原
料
用
カ
ン
シ
ョ
の
営
農
ビ
ジ
ョ

ン
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

□ 

で
ん
粉
原
料
用
カ
ン
シ
ョ
は
、
地
域
の

基
幹
作
物
で
あ
り
、
生
産
維
持
・
増
産
、

生
産
者
の
所
得
向
上
に
努
め
ま
す
。
昨

年
発
生
し
た
病
害
対
策
や
多
収
性
新
品

種
「
九
州
１
８
１
号
」
へ
の
切
り
替
え
な

ど
、
生
産
力
向
上
対
策
を
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。「
九
州
１
８
１
号
」
は
、
現
在
、

２
０
２
１
年
度
か
ら
の
普
及
拡
大
を
目
指
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大
学
に
事
業
内
容
を
理
解
し
て
も
ら
い
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制
度
等
を
活
用
し
て

ほ
し
い
。

□ 

農
業
大
学
の
定
期
的
な
訪
問
や
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
も
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
今
後

も
継
続
し
て
人
材
確
保
に
努
め
ま
す
。

■
支
所
に
は
営
農
課
は
な
い
の
か
？

□ 

販
売
・
購
買
・
畜
産
の
担
当
を
そ
れ
ぞ
れ

グ
ル
ー
プ
化
し
て
お
り
、
グ
ル
ー
プ
内
に

営
農
担
当
も
配
置
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
他

■ 

本
所
の
移
転
計
画
に
つ
い
て
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

□ 

平
成
29
年
に
「
６
次
産
業
化
の
取
り
組
み

に
よ
る
Ｊ
Ａ
及
び
地
域
活
性
化
構
想
と
施

設
整
備
計
画
に
つ
い
て
」
を
ご
承
認
い
た

だ
き
ま
し
た
。
直
売
所
に
つ
い
て
は
、
建

設
に
向
け
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
後

は
、
選
果
場
等
の
老
朽
化
に
伴
う
更
新
を

先
行
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
た
め
、
事
務

所
移
転
に
つ
い
て
は
現
状
課
題
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

は
取
引
手
数
料
が
無
料
で
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。さ
ら
に
コ
ン
ビ
ニ
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
も
、

平
日
（
８
時
45
分
〜
18
時
）、土
曜
日
（
９

時
〜
14
時
）
は
手
数
料
が
無
料
と
な
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
お
急
ぎ
の
場
合
は
、
こ

ち
ら
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

共
済
部
門

■ 

従
業
員
等
の
病
気
や
ケ
ガ
を
補
償
す
る
賠

償
保
険
等
は
な
い
か
。
ま
た
、
臨
時
的
な

雇
用
に
係
る
無
記
名
式
の
補
償
等
は
な
い

か
。

□ 

日
常
生
活
全
般
の
不
慮
の
事
故
や
、
就
業

中
の
事
故
（
会
社
・
団
体
の
職
員
）
に
よ

り
負
傷
さ
れ
た
場
合
に
共
済
金
を
お
支
払

い
で
き
る
傷
害
共
済
が
ご
ざ
い
ま
す
。
無

記
名
式
の
補
償
保
険
等
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

営
農
支
援
部
門

■ 

自
動
車
・
農
機
具
の
燃
料
に
つ
い
て
、
免

税
が
あ
る
よ
う
だ
が
、
そ
の
情
報
を
支
所

の
窓
口
等
で
、
農
家
・
利
用
者
へ
掲
示
や

説
明
を
し
て
ほ
し
い
。

□ 

免
税
軽
油
は
、
農
業
用
機
械
の
み
で
す
。

申
請
手
続
は
、
各
Ｊ
Ａ

－

Ｓ
Ｓ
が
窓
口
と

な
っ
て
お
り
、
営
農
支
援
セ
ン
タ
ー
で
手

続
き
の
支
援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後

は
各
支
所
と
も
連
携
し
て
Ｐ
Ｒ
し
て
ま
い

り
ま
す
。

直
売
所
部
門

■ 

直
売
所
建
設
に
係
る
事
業
費
は
、
総
体
で

ど
の
く
ら
い
か
？
計
画
を
見
る
と
赤
字
が

続
い
て
い
る
が
、
組
合
員
の
出
資
金
も
な

く
な
る
の
で
は
な
い
か
。
組
合
員
の
負
担

と
な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
も
ら
い
た
い
。

□ 

土
地
取
得
・
造
成
、
建
設
費
を
含
め
約

10
億
円
で
す
。
そ
の
う
ち
、
国
庫
補
助
・

鹿
屋
市
の
助
成
が
約
４
億
円
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
Ｊ
Ａ
は
約
６
億
円
と
い
う
大
き
な

事
業
費
を
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今

年
度
、
直
売
所
準
備
室
と
い
う
専
門
部
署

を
設
立
し
ま
し
た
。
計
画
以
上
の
実
績
が

残
せ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

組
合
員
の
皆
さ
ま
に
も
直
売
所
の
宣
伝
や

ご
利
用
を
通
し
て
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■ 

直
売
所
に
出
荷
し
た
い
場
合
は
ど
う
す
れ

ば
良
い
の
か
？

□ 

出
荷
希
望
者
説
明
会
な
ど
も
実
施
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
各
支
所
や
直
売
所
準
備

室
で
も
ご
相
談
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す

の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
直
売
所
の
出
荷
手
数
料
は
い
く
ら
か
？

□ 

農
産
物
で
15
％
、
加
工
品
で
20
％
を
計
画

し
て
お
り
ま
す
。

■ 

集
荷
に
つ
い
て
、
遠
方
の
農
家
は
ど
う
す

れ
ば
よ
い
の
か
。
農
家
へ
分
か
り
や
す
い

よ
う
に
周
知
し
て
ほ
し
い
。

□ 

管
内
は
広
域
で
あ
る
た
め
、
出
荷
者
の
意

向
調
査
を
も
と
に
、
遠
方
か
ら
も
出
荷
で

き
る
よ
う
、
集
荷
体
制
を
構
築
す
る
計
画

で
す
。
出
荷
者
説
明
会
や
広
報
等
で
周
知

し
て
ま
い
り
ま
す
。

■ 

出
荷
物
の
売
れ
残
り
は
ど
う
な
る
の
か
？

Ｊ
Ａ
が
購
入
し
て
加
工
品
等
に
転
用
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

□ 

販
売
委
託
さ
れ
た
品
物
に
つ
い
て
は
、
品

目
ご
と
に
陳
列
・
販
売
日
数
を
設
定
し
ま

す
。
売
れ
残
っ
た
品
物
に
つ
い
て
は
、
生
産

者
の
引
き
取
り
と
な
り
ま
す
。
直
売
所
の

惣
菜
部
門
や
、
直
売
所
に
併
設
す
る
農
家

レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
使
用
も
計
画
し
て
お
り

ま
す
が
、
管
内
の
飲
食
業
者
や
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
等
と
も
連
携
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■ 

直
売
所
は
従
業
員
を
募
集
し
て
い
る
の

か
？

□ 

33
名
の
従
業
員
採
用
を
計
画
し
て
お
り
ま

す
。
な
る
べ
く
早
い
段
階
で
、
求
人
募
集

等
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

直
売
所
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

　
　

Ｊ
Ａ
本
所　

直
売
所
準
備
室
ま
で

　
　
　
　
　

０
９
９
４

－

44

－

３
１
１
４

管
理
・
監
査
部
門

■ 

人
員
確
保
に
つ
い
て
、
将
来
性
の
あ
る
人

材
を
確
保
す
る
た
め
、
農
業
高
校
や
農
業

　

集
落
座
談
会
に
ご
出
席
い
た
だ
い
た
皆
様
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

貴
重
な
ご
意
見
、
ご
要
望
を
、
今
後
の
事

業
運
営
に
活
か
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き
も
つ
き　

役
職
員
一
同
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Ｊ
Ａ
女
性
部
・
高
齢
者
助
け
合
い
組
織
活
動
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

　
　
　
　
　

Ｊ
Ａ
本
所　

企
画
広
報
課　

０
９
９
４ 

― 

４
２ 

― 

０
０
９
６
ま
で

「家の光」のお問い合わせは、お近くのＪＡ窓口　または  ＪＡ本所  企画広報課  TEL 0994-42-0096まで

8 月 1日（木）年金友の会ゴルフ大会

8月 3日（土）第２回あぐりスクール

8月 19日（月）子牛せり市　　（～ 21日まで）

　

Ｊ
Ａ
女
性
部
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
は
５

月
15
日
、
Ｊ
Ａ
本
所
で
お
菓
子
作
り
教

室
を
開
き
、
部
員
５
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
講
師
は
、
女
性
部
根
占
支
部
の

炭
屋
久
美
子
さ
ん
。
郷
土
菓
子
の
「
け

せ
ん
団
子
」
の
作
り
方
を
教
わ
り
ま
し

た
。
参
加
し
た
部
員
は「
け
せ
ん
団
子
は
、

懐
か
し
い
祖
母
の
味
。
作
っ
た
こ
と
が

な
か
っ
た
の
で
、
楽
し
く
体
験
で
き
た
」

と
語
り
ま
し
た
。
６
月
は
、「
め
ん
つ
ゆ
」

作
り
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
い
き
い
き
部
会
鹿
屋
支
部
は
６

月
５
日
、
古
江
地
区
公
民
館
で
お
じ
ゃ

ん
せ
（
ミ
ニ
デ
イ
）
を
開
き
、
７
月
と

８
月
の
塗
り
絵
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
り
ま

し
た
。
６
名
が
参
加
。
花
の
絵
に
好
き

な
色
を
塗
り
、
鮮
や
か
な
カ
レ
ン
ダ
ー

を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
昼
食
に
は
、ピ
ー

マ
ン
の
肉
詰
め
と
中
華
風
ス
ー
プ
を
作

り
、味
わ
い
ま
し
た
。
参
加
者
は
「
ピ
ー

マ
ン
の
肉
詰
め
な
ど
は
、
家
で
あ
ま
り

作
ら
な
い
料
理
。み
ん
な
で
楽
し
く
作
っ

て
味
わ
え
て
、
本
当
に
楽
し
か
っ
た
」

と
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

ここがオススメ！ ＪＡ職員が「家の光」を読んで、
　　　　　　　 　気になる記事をご紹介！

東部⽀所
⽀所⻑

松元 健⼀さん
次回は、高山支所  支所長　白濱 浩幸さんに
　　　　　　　オススメ記事を紹介してもらいます！

７月号定価    906円（税込）
定期購読　 8,623円（税込）
※９月号開始～翌年８月号まで

７月 17日（水）子牛せり市　　（～ 19日まで）

7月 25日（木）年金友の会
ゲートボール大会

イベント情報イベント情報
（一部変更になる場合があります）（一部変更になる場合があります）

お
じ
ゃ
ん
せ
通
信

お
じ
ゃ
ん
せ
通
信

フ
レ
ミ
ズ
通
信

フ
レ
ミ
ズ
通
信
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種 雄 牛 名
め　す 去　勢 合　計

頭　数 平　均 頭　数 平　均 頭　数 平　均

華 春 福 194 705,881 174 809,672 368 754,956

喜 亀 忠 121 672,041 139 790,612 260 735,431

若 百 合 96 681,156 95 798,947 191 739,743

秀 幸 福 68 678,412 65 778,415 133 727,286

華 忠 良 41 670,098 48 767,167 89 722,450

安 亀 忠 16 682,625 29 831,379 45 778,489

華 春 久 14 655,786 14 743,571 28 699,679

亀 忠 栄 13 658,077 13 757,308 26 707,693

美 国 桜 10 672,600 12 747,583 22 713,500

金 吉 幸 9 645,889 12 795,250 21 731,238

第 ７ 勝 糸 11 691,364 6 695,500 17 692,824

諒 太 郎 5 609,800 10 753,300 15 705,467

博 中 福 6 673,333 8 816,500 14 755,143

益 華 福 7 630,857 5 775,600 12 691,167

隆 之 国 3 654,333 6 806,000 9 755,444

子牛セリ種雄牛別成績表

【売却のみ】 （単位：頭・円）価格は税抜き

　 鹿　屋 垂　水 串　良 東串良 高　山 内之浦 大根占 根　占 田　代 佐　多 ＪＡ全体

総　頭　数 219 47 352 103 89 16 58 114 30 43 1,071 

め
　
　

す

頭　数 98 20 158 36 38 9 37 61 11 17 485 

最　高 988,000 908,000 924,000 1,100,000 1,002,000 1,016,000 1,017,000 932,000 813,000 910,000 1,100,000 

最　低 520,000 540,000 493,000 533,000 328,000 568,000 595,000 201,000 396,000 585,000 201,000 

平　均 667,929 685,650 659,133 700,111 694,711 748,111 708,270 668,246 672,091 697,353 676,012 

去
　
　

勢

頭　数 121 27 194 67 51 7 21 53 19 26 586 

最　高 1,151,000 1,216,000 1,200,000 1,080,000 1,052,000 1,052,000 952,000 1,056,000 856,000 999,000 1,216,000 

最　低 200,000 511,000 500,000 601,000 569,000 504,000 777,000 561,000 681,000 631,000 200,000 

平　均 785,298 813,407 776,603 788,866 792,098 858,857 832,190 809,925 783,211 802,192 790,183 

総　平　均 732,776 759,043 723,875 757,845 750,517 796,563 753,138 734,114 742,467 760,744 738,481 

前　月　比 -4,112 -263 -8,937 7,241 -4,927 -44,837 -40,449 -16,766 -58,841 -47,116 -12,776 

平均体重 雌 282 286 278 280 284 289 287 288 285 290 282 

　〃 去勢 314 306 309 309 317 338 339 320 320 311 314 

総平均体重 300 298 295 299 303 311 306 303 307 303 299

項目 地区

子牛セリ市成績表

〈ＪＡ畜産部から〉
　６月度の子牛せり市
は、価格が前月より下
回ったものの、県外か
らも購買者が訪れるな
ど、活気のあるせり市
となりました。
　過肥の牛は、体重の
割に評価が低くなりま
すので、濃厚飼料の与
えすぎに注意しましょ
う。

６月分 畜産情報
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巡回健診日程巡回健診日程

人間ドック日程人間ドック日程

お問い合わせはＪＡ本所 企画広報課　０９９４－４2 － 0096

または各支所担当者までお気軽にご相談ください。

受付時間：午前７：30～
健診内容：特定健診、胃がん検診、腹部超音波検診、骨粗しょう症
検診、前立腺がん検診、大腸がん検診、肺がんＸ線検診

7⽉
⽇ 地 区 ⼀般 ⼥性

2 ㈫
垂 ⽔ 8 3
⾼ ⼭ 10
内之浦 1 1

3 ㈬ ⽥ 代 3 1
4 ㈭ 東串良 10

5 ㈮
根 占 10 5
⼤根占 5 5

9 ㈫ 串 良 5
11 ㈭ ⿅ 屋 10
12 ㈮ 東串良 10 10

８⽉
⽇ 地 区 ⼀般 ⼥性

7 ㈬
串 良 5
東串良 15

16 ㈮ 垂 ⽔ 8 3

19 ㈪
⼤根占 5 5
⽥ 代 2 1

21 ㈬ ⿅ 屋 5 10
29 ㈭ 内之浦 1

７⽉の巡回健診はありません。

⽉ ⽇ 曜 地 区
8 23 ⾦ ⿅ 屋 （〜 31 ⽇まで）
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住   
所

〒

氏
名 （　 　歳）　

電話番号 ー　　　　　－

　今月号で、あなたが気になった記事について感想
を教えてください（必須）

５月号の答え

クロスワードパズルの答え（2019 年７月号）

A B C D Ｅ F

宮之前　浩　二さん（東串良）

野尻野　きぬ子さん（南大隅）

長谷川　洋　子さん（鹿　屋）

入ヶ町　明　子さん（南大隅）

大　濵　玲　子さん（南大隅）

● 移動店舗車は買い物だけでなく、
地域の人が集まって顔を合わせる
良さもありますね。拡大を期待し
ています。　　　　（鹿屋・92歳）

○ 買い物の楽しみのひとつですね！
お便りを読んで、改めて、地域とのふれあいの大切さを
感じました。

● ６月号のジャンボインゲンが気になり、買って食べてみ
たら美味しかったです。　　　　　　　（東串良・71歳）

○ 栄養価も高くて、いろんな料理に使えますよね。我が家
は子どもが大好きで、モリモリ食べますよ！

プレゼントの受け取り方法
　プレゼントのご用意ができましたら、ＪＡから当
選者へお電話いたします。お電話で確認が取れまし
たら、最寄りのＪＡ窓口でお受け取りください。

  ↓ タテのカギ
①　 大丈夫だから、――に乗っ
たつもりで待っててね

④　ブーブーと鳴きます
⑥　高校の公民の教科の一つ
⑦　 新鮮な空気を取り込んで汚
れた空気を追い出すこと

⑧　 お好み焼きにたくさん入れ
る葉野菜

⑩　 彼とは同じ釜の――を食っ
た仲だ

⑫　肩と手首の間
⑭　 酸と混ぜると中和反応が起
きます

⑰　 米国の50番目の州。南の島です
⑱　 焼肉店のメニューで肝臓のこと
⑳　 由緒ある神宮や夫婦岩で知
られる三重県の市

㉑　 一番良いものはベスト、一
番悪い物は

  → ヨコのカギ
①　 七夕に彦星と会います
②　オフの反対語
③　 スズでめっきした鉄板。一
斗缶やバケツなどに用いら
れます

④　 手紙のやり取りで交流すること
⑤　 ナイアガラ川にあるものが
有名

⑦　 時計を掛けたり絵を飾ったり
⑨　 京都市で行われる祇園祭は
――神社の祭礼です

⑪　 高倉健主演の映画『――の
黄色いハンカチ』

⑬　百貨店ともいいます
⑮　――は友を呼ぶ
⑯　 何人かでバトンをつなぐ競争
⑰　息を吸うと膨らむ臓器
⑲　 観光、夜行、２階建てとい
えば

二重マスの文字をＡ～Ｆの順に
並べてできる言葉は何でしょうか？

出題●ニコリ

解 答

シ
ヤ
ク
ナ
ゲ

A
ア ヤ メ ホ コ リ

マ ナ イ タ サ ヤ

ギ イ チ ジ ク

ヒ ア シ カ ゴ

ナ イ シ ヨ ユ

ゲ タ ク ロ ウ ト

シ チ ミ カ ゲ キ

12

1

E

A

D

C

5

6

13

B

20

19

18

2

17

15

217

16 22

4

3 10

9

8

14

11

A
11

1

C

FD

B

4

5 13

12

E

A

18

17

3

2

20

21

6

19

7

9

8

16

10

14

15

お便り

　ありがとう！

JAへ

プレゼントプレゼント
当選者当選者

11　2019.7 みのり



鹿
屋
市
白
崎
町
一
番
一
号

Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き
も
つ
き

　
　

広
報
誌「
み
の
り
」係

８９３００１６

郵  便  は  が  き

62円切手を貼っ
て郵送するか、
切手を貼らずに
ＪＡ支所窓口へ
ご持参ください。

表
紙
の
人

楽・らくレシピ ジャガイモとジャガイモと
　　　タコのバジル和え　　　タコのバジル和え

蒸しタコ足 ・・・・・・・１本

ゆでたジャガイモ ・・・２個

オリーブ油 ・・・・ 大さじ１

ホワイトセロリ・・・・・１束

（Ａ）

アンチョビフィレ ・・・１枚

ケッパー ・・・・・・・・５粒

（Ｂ）

市販のバジルソース ・・ 大さじ１

レモン汁 ・・・・・ 小さじ１

材　料（２人分）

❶ フライパンにオリーブ油をひき、一口大に切ったジャガイモ

とタコを入れ、Ａを加えて弱火で５分ほど炒める。

❷ ボウルに❶を入れ、Ｂと３㌢ほどに切ったホワイトセロリを

入れて混ぜ合わせ、器に盛り付けたら完成 ! !

作　り　方

編集後記編集後記

✂

✂

　皆さまに「農協のジュース」として親しまれているジュー
シー。誕生したのは 44 年前です。その当時、ミカンがあま
りの豊作で市場が飽和状態となり、農家さんが窮地に。そこで、
ミカンをジュースにして、消費を拡大し、農家さんを救済し
ようという運動から誕生したのだそうです。
　現在では、約 20 種類と様々な仲間が増えていますが、こ
れらも農家さんの所得向上を図るという目的は変わりません。
　これからの暑い日は、農家さんを想いながら、キンキンに
冷やしたジューシーで乗り切りましょう！そ

　

室
田
さ
ん
は
、
現
在
、
息
子
・

修
一
さ
ん
の
カ
ボ
チ
ャ
畑
で
収
穫

作
業
に
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

　

カ
ボ
チ
ャ
は
、
一
般
的
に
他
の

野
菜
に
比
べ
て
栽
培
が
簡
単
だ
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
実
は
天
候

の
変
化
に
も
敏
感
で
、
表
皮
は
風

な
ど
で
傷
つ
き
や
す
い
品
目
。

　

室
田
さ
ん
一
家
も
、
垂
水
市
内

に
畑
が
数
ヵ
所
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
面
積
も
広
い
た
め
に
、
う
ど
ん

こ
病
な
ど
の
防
除
で
薬
剤
散
布
を

す
る
際
や
、
収
穫
作
業
な
ど
も
大

変
だ
と
話
し
ま
す
。

　

今
年
産
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

比
較
的
大
玉
が
仕
上
が
っ
て
い
ま

す
。
サ
ル
な
ど
の
鳥
獣
被
害
も
少

な
く
、
安
堵
の
ご
様
子
で
す
。

　

今
年
は
空
梅
雨
と
は
い
う
も
の

の
、
雨
が
多
く
な
る
と
品
質
に
も

影
響
が
出
る
そ
う
で
、
収
穫
作
業

を
行
う
皆
さ
ん
に
も
、
晴
れ
間
に

収
穫
を
急
ぐ
姿
が
見
ら
れ
ま
し

た
。

　

作
業
の
お
忙
し
い
中
で
、
取
材

に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
室
田
さ

ん
。
カ
メ
ラ
を
向
け
た
時
の
照
れ

笑
い
が
、
と
っ
て
も
素
敵
で
し
た
。

垂水支所管内垂水支所管内

室室
む ろ たむ ろ た

田田　　清清
きよのぶきよのぶ

信信  さんさん
昭和18年９月27日生昭和18年９月27日生

理事会だより
　５月 27 日に第４回理事会を開き、
以下の議案について話し合いました。

協議事項協議事項
１．令和元年度・第１四半期事業概況について
２．高額融資について
３．信用供与の最高限度額の設定について
４．令和元年度不良債権回収方針について
５．ディスクロージャー誌の備え置きについて
６．令和元年度人財創発センターの活動について
７．業務報告書の提出について
８．借入金の最高限度額について
９．子会社への役員派遣について
10．その他

編
集

・
発

行
／

鹿
児

島
き

も
つ

き
農

業
協

同
組

合
 企

画
推

進
部

 企
画

広
報

課

〒
8

9
3

-0
0

16
 鹿

児
島

県
鹿

屋
市

白
崎

町
１

番
１

号
　

電
話

（
0

9
9

4
）

4
2

－
0

0
9

6
鹿
児
島
き
も
つ
き

2
0
1
9
年
７
月
号

発
行

日
／

2
0

1
9

年
７

月
１

日

印
　

刷
／

株
式

会
社

  綜
合

印
刷

みのり 2019.7　


